
学校番号 117 

令和 2年度 公民科 

 

教科 公民 科目 倫理 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高校倫理 新訂版」 （実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

人生や命や物事の本質や「真善美」など先達がどう考えたかを調べたい人興味のある人が向いています。 

センター試験で「倫理」で受験する人は必ず取ってください。また、看護など生命にかかわる仕事で面

接・小論文のあるひとも受講が可能ならとることが望ましいです。 

また、受験で歴史はとらないが、日本史・世界史の概略を知りたい人も受講可能です。 

 

２ 学習の到達目標 

１．人の思想や三大宗教を学ぶことにより、自らの思索の助けとする 

２．センター試験レベルの問題を解けるようにする 

３．「倫理についての基本的な知識」と「倫理についての情報を集めて読み解く能力」が身につける。 

４．倫理の課題について、自分から追求し、多面的・多角的に考え、人に伝えることができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 日々の生活の中で倫

理的課題を意欲的に

とらえ追求する姿勢 

倫理の課題について、

多面的・多角的に考

え、それを文章や発表

の形で表現する。 

 倫理的課題につい

て、先人の著作を読

み取り、情報を正し

く理解、活用する力 

倫理の課題につい

て、理解するための

知識 

評
価
方
法 

授業中の様子 

プリントの記述 

・授業に自ら進んで取

り組んでいるか。 

・新しい課題に着目し

ているか。 

考査の論述問題 

課題追求学習の発表 

・自分で調べたことが

人に伝わるか。 

考査の資料問題 

課題追求学習の資料

収集 

考査の知識問題 

課題追求学習の内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

青
年
期
の
課
題
と
自
己
形
成 

・人間・青年期について 

人間性の定義やライフサイク

ルの中の青年期の特徴を学

習する。 

・ソクラテス・プラトン・アリスト

テレスらが考えた課題とその

解決方法を学ぶ。 

・キリスト教・イスラム教・仏教

についてそれぞれの宗教の

基本の考え方を学習する。 

○  

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○  

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a: ライフサイクルの中での倫

理的課題に関心を持って、授業

に積極的に参加できる。 

b: 先人の考え方についての

印象を文章にしよう。 

c: 先人の著作物に触れて、問

題の把握の仕方、解決の仕方を

学ぶ。 

d:先人の考え方を表にまとめ

理解する。 

定期考査 

提出物 

ワークシート 

２
学
期 

科
学
技
術
と
人
間 

民
主
社
会
と
人
間 

≪

科
学
的
な
見
方
に
つ
い
て≫

 

ベ
ー
コ
ン
・デ
カ
ル
ト
な
ど
の
思
想
を
学
ぶ
。 

社
会
契
約
説
に
つ
い
て
学
習
す
る
。 

帰
納
法
・
演
繹
法
な
ど
の
基
本
的
な
考
え
方
を
理
解

し
よ
う
。 

○ 彼
ら
の
課
題
意
識
を
調
べ
て
み
よ
う
。 

○ 社
会
契
約
説
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。 

○ ○ ２
学
期
期
末 

社
会
と 

・ベーコン・デカルトなどの思

想を学ぶ。 

・社会契約説について学習す

る。 

・功利主義の考え方を学習す

る。 

・啓蒙思想・国家主義などの

思想を学習する。 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a: 社会契約説や功利主義など

の意義について関心を持って

考えることができる。 

b: 社会契約説や功利主義の意

義について考え、まとめ発表で

きる。 

c: 先人の著作物に触れて、問

題の把握の仕方、解決の仕方を

学ぶ。 

d: 帰納法・演繹法、啓蒙思想・

国家主義などの基本的な考え

方を理解する。 

定期考査 

提出物 

ワークシート 

３
学
期 

人
間
への
新
た
な
問
い 

現代を生きた思想家たち（レ

ヴィ=ストロース・ロールズな

ど）の考え方に触れる。 

○ ○ ○ ○ a: 現代社会を生きた彼らの問

題意識を関心を持って考える

ことができる。 

b: 現代社会の課題と現代の思

想化の考えを、自分自身で考え

まとめることができる。 

c: 現代思想家の著作物に触れ

て、問題の把握の仕方、解決の

仕方を学ぶ 

d:思想家たちの考え方を表に

まとめることができる。 

定期考査 

提出物 

ワークシート 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


